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ショウジョウバエを⽤いた
遺伝⼦量補償の即時性と柔軟性の検証
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性染⾊体も元々は⼀対の常染⾊体に由来する．したがって，誕⽣直後のXY染⾊体は相同遺伝⼦を多
く保持するが，進化過程でY染⾊体は多くの遺伝⼦を消失する．すると性染⾊体上の多くの遺伝⼦はメ
スで2コピー，オスで1コピーとなる．この不均衡を解消するメカニズムが遺伝⼦量補償であり，ショ
ウジョウバエではオスのX染⾊体上の遺伝⼦発現が2倍になることが知られている．Y染⾊体の遺伝⼦消
失とX染⾊体の遺伝⼦量補償の関係を調べるために，多くの機能遺伝⼦を持つミランダショウジョウバ
エ（Drosophila miranda）のネオY染⾊体（常染⾊体が性染⾊体と融合して⽣じた新しい性染⾊体）
上の遺伝⼦を重イオンビームで破壊し，ネオX染⾊体上の相同遺伝⼦の発現量が即座に上昇するかを検
証した．その結果，ネオY染⾊体上のシングルコピー遺伝⼦には⽋失が有意に⼊りにくいことが分かっ
た．この結果は，ネオX染⾊体上の遺伝⼦に即時遺伝⼦量補償は作⽤せず，ネオY染⾊体のシングルコ
ピー遺伝⼦を消失した個体に有害であった可能性を⽰唆する．
ところで，性（X）染⾊体は進化過程で常染⾊体に戻ることもある．するとオスもこの旧X染⾊体を2
本持つ．このとき遺伝⼦量補償が作⽤したままだとオスで遺伝⼦の過剰発現が起こる恐れがあるため，
X染⾊体が常染⾊体に再転換するには旧X染⾊体における遺伝⼦量補償の消失（発現量低下）が必要で
ある可能性がある．そこで，ネオX染⾊体を持つD. mirandaと近縁種でネオX染⾊体に相同な常染⾊
体を持つウスグロショウジョウバエ（D. pseudoobscura）の雑種を作出し，ネオY染⾊体を近縁種の
常染⾊体で置き換えることでネオX染⾊体を2本持つオスを模倣した．その結果，雑種不和合による異
常な遺伝⼦発現が観察されたが，遺伝⼦クラスタリングによって不和合の影響が⼩さい遺伝⼦群のみを
抽出したところ，ネオX染⾊体の遺伝⼦発現量は有意に低下していた．この結果は，D. mirandaのネ
オ性染⾊体が潜在的に常染⾊体に再転換できる柔軟性を保持していることを⽰唆する．
現在，多様なショウジョウバエが持つ多様な性染⾊体を⽤いて，性染⾊体の⼀⽣を分⼦から集団レベル
までの多階層的アプローチで明らかにしようと試みているので，時間があれば合わせて紹介したい．
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